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㈱ＧＳユアサ 取締役
リチウムイオン電池事業部長

森泉 美章

事業別戦略 ー リチウムイオン電池事業
モビリティ

第七次中期経営計画における事業方針

■  第七次中期経営計画における戦略

HEV・PHEV・12V LiBの生産性向上や原価低減による収益性向上を図るとともに、
次の収益の柱となる社会インフラ分野のESS・AIDC向けの

リチウムイオン電池の量産開発と生産準備に取り組み、計画通りのSOPを達成していきます。

■  業績推移 ■  ブルーエナジーの業績推移

2022 2023 2024
（予想）

2025

営業利益率（％）

営業利益（億円）売上高（億円）

2026（年度）

事業部長メッセージ

第六次中期経営計画を振り返っての成果と課題を教えてください。
　第六次中期経営計画では、収益基盤強化に向けてHEV・PHEV・12V LiBの
売価改善や産業用を含めた生産性向上、原価低減などの施策を推進し、収益
構造の改善を進めました。一方で、BEVを取り巻く事業環境の急激な変化や、
地政学リスクによる原材料調達への影響など、不確実性への対応が重要な課
題として顕在化しました。

第七次中期経営計画の注力領域の方針を教えてください。
　BEVの事業環境の急激な変化により、HEVの好調な需要環境はしばらく続
くと想定しています。それらの需要増に対して、既存の生産能力をフル活用す
るとともに、生産効率も向上させて対応していきます。また車両の電力消費量
の増加により、補機用12V LiBも増加すると見込まれています。
　これらを踏まえ、既存のHEV・PHEV・12V LiBで生産性向上や原価低減による
収益性向上・日系自動車メーカー向けの12V LiBの量産立ち上げ・安定した生産
供給体制を確立するためのグローバルサプライチェーンの構築を進めていきます。
　また、リチウムイオン電池事業部はモビリティ分野のみならず社会インフラ
分野向けにもリチウムイオン電池を製造する事業部です。ESSやAIDCなど重要
な社会インフラ分野でも市場拡大が見込まれており、ESSやAIDC向けリチウム
イオン電池の生産について産業電池電源事業部と緊密に連携していきます。

Vision 2035達成に向けた中長期の考えを教えてください。
　Vision 2035において、モビリティ分野ではHEV・12V LiBでしっかりものづくりを行い、社会インフラ分野のESS・AIDC
向けリチウムイオン電池では産業電池電源事業部との連携を深めることで製・販・技で勝ち筋を見極め、適切な製品の開発・
生産を通じて、既存の鉛蓄電池事業を超える収益貢献を目指します。

● 歩留まり率、稼働率の向上

HEV用

目
次
に
戻
る

GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略 ガバナンス コーポレート・データ

■ 日系自動車メーカーからの高い品質評価と安全性、信頼に基づいた顧客基盤
■ ESS・AIDCにも採用される高出力／高耐久性リチウムイオン電池セル設計・
　 モジュール設計・量産技術を保有
■ 鉛蓄電池からHEV／12V LiBで培ったサイクル劣化抑制／高電流対応技術

■ 日系自動車メーカーのHEV用リチウムイオン電池需要の拡大
■ 自動運転機能などの先進安全技術の普及、
　 車両電装部品の電力消費増加に伴う補機用12V LiBの需要増加
■ ESS・AIDC向けでのリチウムイオン電池の需要拡大

■ 地政学リスクを背景とした電池材料調達への懸念
■ 中国・韓国勢などのシェア拡大による次世代製品の競争激化
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PHEV用

取り組み

● 補機用・冗長電源用12V LiBの
　製品開発／生産準備

12V（補機用）���

● 産業電池電源事業部との連携強化による
　国産セルからシステムまで一気通貫での
　製品開発・生産効率向上

産業用

リスク

機会

強み

車載用リチウムイオン電池「EHW4GA」がトヨタ新型RAV4と
LEXUS ESの海外向けハイブリッド仕様車に採用

　新たに開発した車載用リチウムイオン電池「EHW4GA」が、トヨタ自動車株式会社の新型RAV4とLEXUS ESの海

外向けハイブリッド仕様車に採用されました。セル・モジュールは、ブルーエナジーが生産しています。セルは従来の量

産製品と同等の寸法、質量ながら、10%以上の高エネルギー化を実現しました。また、優れた低抵抗化技術の開発によ

り、ハイブリッドシステムに求められる入出力特性も10%以上向上させ、総合的

な電池特性を最適化しています。モジュールにはダイカストケースを新規採用

し、部品点数削減や軽量化を達成しています。今後も、豊富な実績と高度な技術

力により、環境対応車の普及拡大に貢献してまいります。

TOPICS

第五次中期経営計画 第六次中期経営計画 第七次中期経営計画

価値創造に向けた「事業戦略および基盤戦略」 価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」


